
ＪＡいわて平泉のブランド米
「金色の風」栽培研究会による
「ＡＳＩＡＧＡＰ団体認証」取
得と農作業安全対策の取り組み

ＪＡいわて平泉金色の風栽培研究会

会長 小野正一



・ ＪＡいわて平泉ASIAGAP団体認証
取得の取り組み

・ 小野農場から見た、農作業事故防止

今日の要点
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金色の風研究会の役割
１，「金色の風」がもつ“特質”を地域、人を越

えて作りだし最高の品質をお客様に提供する。

２，岩手県産米の持続可能な農業者の育成

３，情報を共有して栽培技術改善・向上の効率化

岩手県金色の風栽培研究会
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・県産米戦略室
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ＪＡいわて平泉ＧＡＰ取得支援体制
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ＧＡＰ取得目的

１，良食味に加え安全・安心な米作りで
ＪＡいわて平泉のブランド力アップ

２，ＧＡＰ手法を活用した農業後継者の育成

なぜ団体認証

１，研究会会員の連帯感とベクトルの醸成

２，要求事項のミーティングによる分析と理解

３，オリ・パラ食材供給や輸出等の可能性向上

３，統一した帳票、資料による相互改善力向上

ＪＡいわて平泉金色の風研究会会員はＧＡＰに取組むこと



文章だけでは何を要求し
ているか、自分で見つけ
るのはすごく大変でも仲
間がいたら・・・・・

ASIAGAPが求める農場管理をどのよ
うに実施するかについて、農場管理
システムを構築し、農場管理マニュ

アルとして文書化している。

ASIAGAP Ver.2   管理点と適合基準



ＧＡＰ勉強会・指導会風景

企業の小集団グループ
課題解決のイメージ



出来上がった農場管理マニュアル

新人もベテランも同じ手順で作業
が出来る

出来上がった農場リスク表

ネズミや飛翔性昆虫に対しての対
策や不安全な作業・場所を洗出し

対策や防護策を講ずる

団体による勉強会・指導会での成果



指導及び内部監査風景



改善前

自分としては当たり前

指導改善成果

改善後

飛散防止ネット設置



認証機関による事務局審査風景



認証機関による農場審査風景



農作業事故防止
の取り組み事例



６０数年間リスク
があるなんて考え
ても視なかった

小野農場施設入口

この坂道のリス
ク検討結果をみ
せて下さい

ＧＡＰ審査で知った潜在リスク



農作業事故防止のしくみ

リスク場所の見える化



標準草刈り作業リスク対策

・手刈り標準防護
① フェース防護付きヘルメット
② 防振付き革手袋
③ 刃食込み防止拗ね当て

・急傾斜地草刈り
出来るだけ乗用を利用

① 手刈り時、滑り転落防止
② トラクター空調で熱中症対策



低速走行時事故防止

低速走行車表示板

低速作業車
パトライト



ばかよけ（再発防止）

操作レバー、エンジン
停止後ヘルメットを操
作レバーに置き、装着

忘れを防ぐ



携帯用救急箱

緊急時の対応や連絡方
法をマニュアル化をし
て事故時に備えている。



ルールブックの内
容

始業時ルールブックを使い
ＴＢＭ（ツールボックスミーティグ）

を実施徹底をする。

作業ルールの見える化



昨年は１００人以上の研修者
が訪問、地域への水平展開



GAP手法は自分
の経営改善ツール

現在の農作業を生産工程ごとに確認し、記録
に残し、そのデータを活用し改善に役立てる

① 計画Ｐ
農作業の計画を立て、
点検項目を定める

② 実践Ｄ
点検項目を確認しなが
ら農作業を行い、記録

④ 改善Ａ
改善すべき点を見直し、
次回の作付けに役立てる

③ 評価Ｃ
記録を点検し、改善出
来る部分を見つける

ご静聴有り難うございました。


